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圃
民
所
得
の
測
定
に
就
て

(
上
)

豊

崎

稔

自〆

攻

fj; 

じ

泡f

き

従
来
町
国
民
所
得
測
定
措
主
そ
の
目
的
(
以
上
本
腕

k
載
)

園
家
珊
占
費
本
主
義
段
陪
の
闘
員
所
得
測
定
訟
の
目
的
(
以
下
次
回
)

固

科
事
的
国
民
所
得
測
定
棋
の
構
想

• 

は

し

が

き

図
民
所
得
。
測
定
品
目
に
就
て
は
昭
和
十
八
年
頃
多
少
論
評
し
た
こ
と
が
あ
る
。
官
時
D
自
分
。
考
方
は
最
近
森
下
氏
が
手
際
よ
〈
纏

情
重
人
数
佼
白
も
白
が
あ
る
。
(
一
橋
詰
叢
)

め
あ
げ

ιれ
て
い
る
。
(
創
元
世
、
細
済
革
研
究
E
)
然
し
国
時
自
分
。
考
方
に
封
ず
る
諸
批
評
の
う
ち
意
識
的
に
答
へ
左
か
っ
た
も
の
に
都

己
れ
は
確
か
私
が
生
産
所
得
と
分
配
所
得
と
消
費
所
得
が
同
一
に
蹄
す
る
と
呂
田
う
一
般
論

は
承
認
し
難
い
と
言
う
主
張
を
し
た
こ
と
に
射
し
て
積
極
的
理
由
を
あ
き
ら
か
に
せ
よ
企
言
う
鮪
で
あ
っ
た
。

と
う
し
た
質
問
は
宗
藤

数
段
か

ιも
提
議
さ
れ
た
。

困
民
所
得
の
測
揮
に
就
て

(
統
計
皐
曾
報
告
)
官
時
私
白
考
方
は
静
的
均
衡
欣
態
が
測
定
白
封
象
陀
な
る
白
で
は
な
い
と
一
言
う
白
で
あ

第
六
十
三
巻

五
ブL

第
五
披



岡
民
所
得
の
測
定
に
就
て

第
六
十
ニ
巻

ヌ〈
O 

第
五
瞳

ー

っ
た
。

E
の
賄
は
も
っ
と
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
モ
白
暇
が
一
な
か
っ
た
。

第
二
の
重
要
な
る
批
評
は
高
野
岩
三
郎
博
士
(
統
計
事
官
質
疑
)
大
内
兵
衛
教
授
(
統
計
晶
骨
質
疑
)
か
ら
提
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

高
野
博
士
は
私
白
園
民
所
得
D
測
定
陀
就
て
の
従
来
白
諸
方
法
白
批
評
を
容
認
せ
色
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
更
に
現
段
階
で
園
局
所
得

を
測
定
す
る
積
極
的
方
法
を
提
示
す
る
必
要
は
な
い
と
一
言
う
の
で
あ
っ
た
。
大
内
教
授
は
私
の
積
極
的
方
法
が
生
涯
教
量
的
方
式
を
も

と
る
白
に
封
し
て
そ
れ
は
資
本
主
義
で
は
不
可
能
で
あ
る
、
資
本
主
義
で
は
慣
格
測
定
し
か
な
し
得
な
い
と
言
う
鋭
い
論
評
で
あ
っ
た
。

高
野
博
士
と
大
内
教
授
と
の
論
評
は
私
の
積
極
的
方
法
O
内
容
構
想
に
就

τ新
な
る
反
省
白
機
と
な
っ
た
。
尤
も
営
時
白
大
内
教
授
。

反
謝
に
拘
は
ら
宇
生
産
数
量
的
方
式
を
も
仰
せ
と
る
D
で
な
け
れ
ぽ
闘
民
所
得
に
あ
ら
は
れ
る
費
本
主
義
の
矛
盾
を
は
っ
切
り
と
は
つ

か
め
な
い
)
生
産
の
絡
調
的
数
字
を
世
脅
網
資
本
の
現
貫
的
蓄
積
過
程
に
於
て
完
全
に
捉
へ
る
己
と
は
勿
論
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
何
等
か
の
開
係
数
で
っ
か
ま
え
得
な
い
課
で
は
な
い

k
考
へ
て
い
た
。
然
し
重
要
た
の
は
積
極
的
方
法
の
構
想
内
容
が
そ
白
測
定
目

的
が
安
本
主
義
の
矛
盾
の
う
ち
で
生
産
的
大
衆
白
利
益
の
貸
現
に
あ
り
乍
色
も
、

そ
の
園
民
所
得
白
測
定
方
法
が
フ

7
L
V
ス
ト
岡
家

ω

方
法
で
あ
り
、

一
部
の
非
生
産
的
階
級
白
利
益
に
一
致
す
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
反
省
で
あ
っ
た
。

高
野
博
士
。

批
判
は
直
接
に
と
ん
念
表
現
を
と
ち
れ
な
か
っ
た
が
、
官
時
D
私
に
は
E
ん
な
に
響
い
た
り
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
(
昭
和
十
八
年
九
月
燕
)
と
白
問
題
を
私
は
棚
上
げ
し
て
い
た
。
然
る
に
昨
年
か
ち
大
蔵
省
理
財
局
調
査
部
は
私
達
に
闘
民
所

得
の
測
定
法
に
蹴
て
白
批
判
を
要
請
し
た
。

ノ
身
議
の
雑
事
と
被
雑
な
る
艇
梼
情
勢
白
分
折
に
必
要
な
る
基
本
的
方
法
の
勉
皐
と
の
た
め
に
ま
と
ま
っ
た
整
理
が
出
来
な
い
で
い
る

ρ

そ
れ
を
機
曾
に
従
来
の
考
方
を
多
少
と
も
整
理
す
る
必
要
を
来
た
し
た
韓
で
あ
る
。
然
し

で
あ
る
が
、
寧
ろ
今
未
完
成
の
ま
丸
紅
漫
表
し
て
多
く
の
人
の
批
評
主
受
げ
て
更
に
考
究
を
重
ね
る
の
が
、

遁
嘗
な
る
よ
う
に
考
へ
ら

れ
る
の
で
敢
て
雑
然
た
る
論
文
を
公
表
す
る
弐
第
で
あ
る
。



ーー
従
来
の
園
民
所
得
測
定
訟
と
そ
の
目
的

園
民
所
得
の
測
定
に
就
て
己
与
で
闘
民
所
得
巴
概
念
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
然
し
と
の
概
念
に
就
て
唯
抽
象
的
に
資
本
主
義
枇

合
自
本
質
は
流
遁
世
舎
で
あ
る
、
流
組
枇
令
に
図
民
主
る
経
梼
主
慨
は
存
在
し
な
い
¥
従
う
て
岡
民
所
得
た
る
所
得
は
存
在
し
な
い
〔
H

イ
フ
マ

Y
)

と
言
う
よ
う
左
方
式
で
困
民
所
得
概
念
を
検
討
す
る
己
と
は
差
控
へ
反
ぃ
。

E
L
で
は
寧
ろ
従
来
粧
梼
曲
学
的
に
測
定
せ
ら

れ
た
園
民
所
得
測
定
訟
の
内
容
か
ち
検
討
し
て
見
ょ
う
。
我
々
が
己
i
h

で
園
民
所
得
概
念
を
検
討
す
る
目
的
は
「
園
民
所
得
統
計
』
な
る

魂
買
に
行
は
れ
て
い
る
測
定
法
の
目
的
と
す
る
と
と
ろ
を
把
握
す
る
と
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

在
来
の
園
民
所
得
の
統
計
的
乃
至
粧
祷
陶
学
的
研
究
方
法
を
見
る
と
、

そ
れ
は
近
代
資
本
主
義
の
成
立
以
後
三
つ
の
護
展
民
階
を
持
9

て
い
る
と
言
い
得
る
。

/
 

年
々
白
一
純
生
産
舗
で
あ
る
'r一
考
へ
ら
れ
て
い
る
。
(
ス
ミ
ス
)

て
常
時
行
は
れ
た
課
で
は
設
い
。
然
し
と
白
測
定
法
は
枇
曾
的
生
産
D
資
本
主
義
的
方
法
の
護
展
が
岡
宮
増
進
に
重
要
な
る
妓
旧
制
主
も

っ
と
と
の
詮
織
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
然
し
と
白
測
定
法
一
℃
は
重
商
主
義
段
階
に
於
け
る
如
く
営
該
枇
曾
金
隈
白
生
産
物
の
綿
計

が
問
題
に
な
っ

τい
左
い
。
即
ち
生
産
物
で
な
く
年
々
の
生
産
物
(
純
生
産
物
)
が
問
題
で
あ
り
.
枇
脅
全
憾
で
な
〈
個
人
賞
り
の
生
産
械
が

そ
む
最
初
は
園
民
所
得
を
以

τ嘗
該
資
本
主
義
枇
曾
一
の
経
掛
主
憾
白
個
々
《
就
て
平
均
計
算
し
た
蛍
該
枇
台
。

勿
論
と
の
種
の
困
民
所
得
の
測
定
方
法
は
常
該
段
階
の
岡
家
機
闘
に
よ
っ

問
題
に
な
っ
て
い
る
賠
で
重
商
主
義
段
階
白
も
白
と
根
本
的
差
遣
が
容
す
る
の
で
あ
る
。

A
柳

、

本
主
義
白
生
長
の
見
透
し
の
な
い
重
商
主
義
段
般
と
見
透
し
白
つ
い
た
段
階
止
の
本
質
的
差
異
白
反
映
で
あ
る
。

古道

主
う
左
差
遣
は
英
吉

英利
吉区
利於
資け
木る
主近
義代
が、資

世
界
白
工
場
化
す
る
以
前
白
段
階
で
は
絶
射
主
義
と
結
ぶ
商
人
資
本
は
貨
幣
金
曲
者
城
主
必
要
と
し
、

を
蓄
へ
て
外
に
は
そ
白
買
力
に
土
っ
て
所
謂
重
商
主
義
的
貿
易
政
策
古
賀
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 そ

の
震
に
は
内
に
於
て
凶
防
力

従
っ
て
闘
家
機
闘
が
賀
施

園
民
所
得
の
測
定
陀
就
て

第
六
十
=
巻

ヌ〈

第
五
現



図
民
所
得
目
測
定
に
就

τ
b

第
六
十
二
巻

ノ、

第
五
騨

同

す
る
必
要
。
あ
る
統
計
は
「
闘
家
白
顕
著
た
る
事
項
」
の
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
闘
防
力
主
重
商
主
義
闘
出
来
が
把
趨
ず
る
必
要
に
も

と
づ
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ
白
結
果
綴
著
な
る
事
項
と
し
て
の
結
構
諸
力
白
一
つ
で
あ
る
園
民
所
得
は
一
方
で
は
年
必
白
純
生
産
物
℃

な
く
資
本
財
の
測
定
を
も
必
要
・
と
し
た
。
換
言
す
れ

J
図
民
所
得
の
測
定
は
同
時
に
図
民
財
産
白
測
定

E
不
可
分
離
に
必
要
と
し
た
。

然
じ
英
吉
利
に
於
け
る
産
業
資
本
に
よ
る
生
産
力
白
展
開
に
よ
っ
て
、
一
方
「
世
界
の
工
場
」
た
る
地
位
の
確
保
白
見
透
し
が
つ
く
と

と
も
に
、
産
業
脊
本
に
と
っ
て
直
接
間
接
に
過
充
負
携
に
な
る
園
防
費
は
不
生
産
的
な
も
白
と
さ
れ
た
し
、
そ
と
で
は
産
業
資
本
の
自
由

な
る
護
展
に
よ
る
蓄
官
が
第
一
義
的
の
も
白
と
な
っ
た
。
従
づ

τ産
業
資
本
に
よ
る
生
産
性
の
増
大
を
誇
示
す
る
こ
左
が
問
題
と
な
っ

た
。
叉
岡
家
は
警
察
園
家
の
機
能
を
も
つ
こ
と
で
十
分
で
あ
っ
て
、
国
防
よ
り
も
産
業
資
本
の
自
由
な
お
資
本
増
殖
に
必
要
な
る
諸
憐

件
を
充
せ
る
枇
冶
附
環
境
を
地
均
し
す
る
と
一
一
言
明
う
消
極
的
左
仕
事
を
第
一
義
と
し
た
。
従
っ
て
労
働
の
生
産
怯
の
増
大
を
表
示
す
る
己

と
が
第
一
義
で
あ
っ
て
、
純
生
産
物
の
綿
計
乃
至
園
民
財
産
の
測
定
は
全
然
無
視
し
た
白
で
は
な
い
が
、
第
二
義
的
な
も
D
与
な
っ
た
。

従
っ
て
産
業
資
本
K
B
R
つ
て
は
所
得
白
増
大
は
宮
の
噌
大
白
原
因
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
「
宮
」
そ
の
・
も
の
で
あ
っ
た
D
で
あ
る
ロ
そ

し
て
所
得
を
「
労
働
の
生
産
性
」
で
測
定
し
た
。
何
故
な
ら
労
働
の
生
産
性
の
上
昇
は
利
潤
率
の
上
昇
で
あ
り
、
利
潤
輩
の
上
昇
は
産

業
資
本
の
資
本
総
額
が
誠
小
せ
ざ
る
限
り
産
業
資
本
白
所
得
分
(
利
潤
分
)
の
特
犬
在
意
味
す
る
今
ら
で
あ
る
。
然
し
重
商
主
義
段
階
に

於
け
る
商
業
資
本
と
は
建
っ
て
産
業
費
本
は
そ
白
所
得
を
車
な
る
貨
幣
所
得
で
な
く
労
働

ω生
産
物
で
以
て
測
定
し
主
う
と
し
た

、

流

通
行
程
に
於
け
る
詐
傑
行
僑
に
土
る
貨
幣
所
得
で
な
く
、
生
産
行
程
に
於
け
け
る
剰
傑
慣
値
を
源
泉
と
す
る
所
得
を
考
へ
た
。

そ
れ
は

産
業
資
本
の
段
階
が
毛
の
前
段
階
に
比
較
し
て
枇
曾
的
生
産
力
の
増
大
に
直
接
関
心
を
も
っ
で
い
る
と
と
、

換
言
す
れ
ば
枇
品
目
的
に
進

歩
的
で

b
る
己
と
を
窯
味
ず
る
。

け
れ
ど
も
と
の
段
階
の
閥
民
所
得
白
測
定
法
は
個
人
嘗
り
の
生
産
所
得
白
増
大
が
同
時
に
歯
該
枇
曾
全
憾
の
側
々
人
の
所
得
の
均
衡



， 

的
な
増
大
主
意
味
す
る
も
の
冒
と
し
た
。
換
言
す
れ
ぽ
産
業
資
本
白
利
潤
所
得
の
増
大
は
労
働
者
の
賃
銀
所
得
の
増
大
を
意
味
す
る
こ
と

そ
の
貼
に
己
白
測
定
法
白
も
ワ
て
い
る
科
皐
的
意
義
の
枇
曾
的
歴
史
的
制
約
が
あ
る
。
快
う
に
近
代

安
本
主
義
の
生
成
は
前
資
木
主
義
的
都
営
主
食
識
す
る
と
L
」
に
よ
る
資
本
主
義
的
経
営
の
展
開
を
内
容
と
す
る
が
、
と
れ
は
一
方
労
働

の
生
産
怜
在
高
揚
し
乍
ら
、
他
方
労
働
大
衆
の
生
活
を
も
引
き
あ
げ
た
。
(
そ
こ
に
費
木
主
義
の
役
酬
が
あ
っ
た
)
然
し
安
本
主
義
の
確
立
後
r

は
労
働
の
生
産
性
の
殻
展
に
よ
っ
て
一
方
剰
飴
侭
侃
卒
は
上
昇
し
従
っ
て
利
潤
所
持
を
増
大
し
た
が
他
方
労
働
大
衆
の
生
活
水
準
は
押

し
下
げ
色
れ
た
。
一
八

0
0年
代
の
前
A
T
刊
紀
の
英
古
口
利
者
本
主
義
は
明
確
に
こ
の
と
と
を
罷
明
し
て
い
る
。
費
本
主
義
経
梼
皐
の
完
成

者
で
あ
る
リ
カ
ア
ド
ウ
で
苫
へ
迭
に
機
械
の
採
川
(
そ
か
は
剃
品
開
聞
慌
の
帯
大
手
段
目
最
重
要
な
る
も
の
)
の
結
果
に
蹴
て
悲
観
論
を
附
し
た
0

マ
ル
ク
ス
は
と
れ
を
更
に
科
周
学
的
に
説
明
し
た
。
そ
し
て
と
の
時
期
か
ち
資
木
主
義
的
生
産
方
法
は
そ
の
法
則
に
反
封
ず
る
帯
保
件
を

作
っ
て
労
働
の
生
産
性
の
高
官
が
同
時
に
叉
高
度
資
木
主
義
闘
で
は
労
働
賃
銀
を
引
き
あ
げ
た
が
、
同
時
に
然
し
植
民
地
闘
を
相
針
的

を
前
提
せ
ね
ば
な
ち
な
か
っ
た
。

陀
食
附
化
し
た
o

従
っ
て
労
働
生
産
性
の
高
揚
は
一
鹿
本
闘
で
は
富
白
増
大
の
指
標
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
植
民
地
図
が
政
治
的
に
背

P

反
す
る
珠
洲
指
様
で
あ
る
か

ι、
そ
の
指
標
に
よ
っ
℃
資
本
主
義
の
進
歩
相
を
よ
吋
以
上
主
張
す
る
と
E
t

は
出
来
な
く
な
っ
た
管
で
あ

る
u

己
れ
で
と
の
園
民
所
得
測
定
法
は
最
早
刑
合
的
に
歴
史
的
に
そ
白
役
割
を
終
っ
た
の
で
あ
る
。

闘
民
所
得
の
測
定
は
勿
論
不
必
要
に
な
っ
た
需
で
は
な
い
。
産
業
資
本
の
殻
展
段
階
が
潤
占
資
本
の
生
長
の
段
階
に
な
っ
て
植
民
地
一

枚
取
誠
一
午
の
た
め
の
闘
防
力
が
必
要
に
な
っ
て
来
た
。
然
し
そ
れ
と
共
に
資
本
主
義
白
調
占
化
的
展
開
に
封
ず
る
批
判
と
し
て
闘
民
所

得
の
附
級
的
分
布
量
測
定
す
る
と
と
が
問
題
に
な
っ
た
o

そ
し
℃
己
目
方
法
で
は
貨
幣
的
に
表
示
さ
れ
た
所
得
が
階
級
的
に
如
何
に
分

布
し
て
い
る
か
が
検
討
さ
れ
た
。
克
も
と
h
で
階
級
別
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
地
主
、
資
本
家
及
び
努
働
者
の
経
務
的
階
級
に
よ
っ
て
貨
幣

所
得
。
平
均
的
大
き
が
測
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
貨
幣
所
得
白
大
苫
に
よ
っ
て
そ
の
所
得
を
受
け
る
度
数
分
布
の
集
積
欣
態
を
測
定

v

、

岡
民
所
得
の
測
定
に
就
て

第
六
十
ニ
巻

』

~. ノ、

第
五
披

五



図
民
所
得
の
測
定
に
就
て

第
六
十
ニ
審

プミ
四

第
五
掛

プミ

し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
経
済
的
階
級
別
に
資
木
所
得
と
労
賃
所
得
止
。
背
反
欣
態
を
測
定
す
る
試
み
も
資
本
主
義
を
批
判
す
る
立
場
れ

ら
全
然
な
さ
れ
て
い
た
い
諦
で
は
な
い
。
然
し
-
般
忙
知

ιれ
て
い
る
閥
民
所
得
の
測
定
方
法
は
前
者
で
あ
っ
た

φ

勿
論
と
の
種
の
測
定

方
法
も
貸
宮
の
懸
隔
を
示
し
て
い
る
。
然
し
貧
富
の
懸
隔
が
何
に
某
き
叉
資
本
主
義
の
護
展
を
如
何
に
規
定
す
る
る
か
に
就
て
十
分
創
刊
ド

皐
的
論
擦
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
濁
逸
に
於
け
る
事
例
で
は
多
く
は
猫
占
者
本
の
生
長
に
よ
る
前
資
本
主
義
的
経
管
D
破
綻
も

が
貧
富
の
懸
隔
止
し
て
あ
ち
わ
れ
た
。
担
問
逸
岡
家
は
と
の
場
A
A
n

貧
官
D
懸
隔
を
枇
合
政
策
に
よ
っ
て
救
う
と
し
た
。
前
資
本
主
義
的
経

岨
官
の
破
綻
が
資
本
D
運
動
法
則
。
必
然
の
結
果
で
あ
る
限
り
、
勿
論
調
逸
園
出
来
は
そ
り
目
的
を
達
成
し
得
左
か
っ
た
。
英
吉
利
回
例
で

は
貧
官
の
懸
隔
が
努
費
関
係
に
も
と
づ
く
己
と
が
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
ゐ
た
。
然
し
近
代
的
英
官
利
で
は
努
資
聞
の
所
得
D
分
配
は

そ
れ
に
感
じ
て
介
配
き
れ
て
い
る
限
り
そ
O
場
合
貧
官
。

従
つ

τ営
時
英
吉
利
で
は
限
界
生
産
力
ー

そ
れ
ぞ
れ
白
生
産
要
素
の
限
界
生
産
力
に
肱
じ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

懸
隔
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
枇
合
的
生
産
力
白
護
惑
を
害
ず
る
も
白
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
た
。

に
よ
っ
て
牧
徒
が
均
等
に
分
配
苫
れ
る
こ
と
を
妨
害
す
る
不
完
全
競
争
や
濁
占
白
弊
害
を
除
去
す
る
己
と
が
官
時
四
闘
家
機
閥
の
任
務
?

そ
の
結
果
貧
富
白
懸
隔
の
測
定
は
必
十
し
も
懸
隔
を
絶
射
的
に
な
〈
す
る
と
と
を
目
的
と
す
る
D
で
は

で
あ
る
左
湾
へ
色
れ
て
い
た
。

-
な
く
て
、
懸
隔
を
若
干
調
整
す
る
と
と
に
あ
っ
た
。

勿
論
闘
家
機
関
は
現
貨
に
経
過
的
に
は
調
整
す
る
仕
事
を
な
し
遂
げ
た
が
、
限
界

生
産
力
に
主
る
牧
谷
均
等
白
法
則
は
決
し
て
賃
現

?
bれ
な
か
っ
た
。
寧
ろ
獅
占
者
本
の
脅
展
と
共
に
貧
富
D
懸
隔
は
増
大
し
た
。

か
く
し
て
園
民
所
得
の
分
間
論
的
測
定
は
資
本
主
義
の
矛
盾
を
表
明
す
る
に
と
ピ
ま
っ
た
。

否
限
界
政
益
均
等
の
法
則
の
認
識
に
よ

っ
て
寧
ろ
貧
官
の
懸
隔
が
資
本
蓄
積
を
高
揚
す
る
と
と
を
霞
明
ず
る
科
料
に
使
附
さ
れ
た
。
そ
れ
で
な
く
て
も
貧
富
の
騒
附
白
調
整
体

結
局
出
来
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
岡
家
枇
合
主
義
的
経
桝
政
策
は
そ
の
無
意
義
で
あ
る
己
と
が
詮
明
さ
れ
た
。
然
し
分
配
的
同
民
所
得
の

測
定
に
土
つ

τ・
従
来
意
識
し
在
か
っ
た
労
働
大
衆
が
費
ホ
主
義
白
矛
粛
を
は
っ
き
り
と
数
最
的
に
把
揖
し
た
と
と
は
否
定

m来
な
い
q

、

会



従
っ
て
己
の
洲
定
法
が
も
っ
資
本
主
義
批
判
と
善
一
同
う
枇
曾
的
役
割
を
果
し
た
乙
と
も
事
責
で
あ
る
が
、
限
界
牧
径
均
等
D
法
則
に
よ
る
-

貧
富
白
懸
隔
が
批
合
的
資
本
の
蓄
積
を
惹
起
す
る
己
と
を
謹
明
す
る
た
め
に
は
単
に
困
民
所
得
を
分
配
的
側
面
か
ら
の
み
測
定
す
る
の

で
は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
蓋
し
生
産
な
く
し

τ分
配
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
費
本
蓄
積
を
結
果
的
に
一
示
す
た
め
に
は
生
産
的

所
得
。
測
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
然
る
に
凋
占
資
本
旧
愛
展
段
階
に
於
け
る
園
民
所
得
の
測
定
は
阪
に
見
た
土
う
に
分
配
的
闘
民
所
得

の
測
定
で
あ
っ
た
。
然
し
獅
占
資
本
白
護
展
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
貧
富
の
懸
隔
は
一
部
の
厚
生
経
掛
皐
者
を
じ
て
生
産
が
よ
し
衰
へ
て

も
労
働
階
級
へ
の
分
配
に
重
賄
を
治
く
刊
き
で
あ
る
と
の
、
王
張
を
な
さ
し
め
た
が
、
現
買
に
猫
占
安
本
が
綿
資
本
的
に
果
し
た
仕
事
は
い

そ
し
て
そ
の
な
か
宅
個
々
の
狗
占
資
本
の
意
聞
す
る
と
己
ろ
は

イ
ン
フ

ν
イ
シ
ヨ
ン
政
策
陀
上
る
原
傭
増
大
政
策
白
賀
施
で
あ
っ
た
、

批
合
的
生
産
力
白
増
大
主
り
も
滞
貨
の
一
掃
に
よ
る
利
潤
白
賀
現
で
あ
っ
た
。

己
白
事
態
は
困
民
所
得
白
測
定
法
に
も
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
即
ち
園
民
所
得
を
直
接
消
費
、
と
間
接
消
費
と
白
一
腕
角
か
ら
測

定
す
る
方
法
が
重
要
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
D
が
モ
れ
で
あ
る
。
卸
ち
闘
民
所
得
測
定
法
の
歴
史
か

ι言
う
と
第
三
に
稜
展
し
た
も
白
で

あ
る
。
惟
う
に
と
の
測
定
法
は
分
配
さ
れ
た
園
民
所
得
が
如
何
に
使
用
さ
れ
る
か
(
従
っ
て
再
生
産
的
に
幾
何
使
用
さ
れ
る
か
)
に
着
目
し
た

方
法
で
あ
る
。

そ
し
て
己
白
使
用
方
法
の
如
何
に
よ
っ
て
生
産
が
規
定
さ
れ
る
と
考
へ
て
い
る
の
で
あ
る
。
モ
の
際
測
定
の
単
位
と
な

っ
た
も
の
は
貨
幣
所
得
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
特
に
貨
幣
所
得
の
う
ち
幾
何
が
投
資
さ
れ
る
か
に
測
定
四
重
鮪
が
や
か
れ
、
貨
幣
所
得
が

如
何
に
直
接
消
費
に
使
用
苫
れ
る
か
白
方
は
寧
ろ
輯
視
さ
れ
た
。

そ
と
に
と
の
測
定
法
の
性
格
が
う
か
が
は
れ
る
D
で
あ
る
。
即
ち
己

• 
の
測
定
法
で
は
岡
民
所
得
白
形
成
は
投
資
行
程
に
よ
っ

τ
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
と
言
う
前
提
的
考
方
が
存
在
す
る

D
で
あ
る
。
惟
う

に
生
産
も
資
本
主
義
に
於
て
は
貨
幣
資
本
白
調
達
か
ち
始
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
貨
幣
資
本
の
投
資
行
程
在
数
量
的
に
測
定
す
る
ζ

F
に
上
っ
て
図
民
所
得
の
形
成
量
を
知
り
得
る
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ぞ
と
に
己
の
測
定
法
の
観
念
論
的
性
格
が
露
出
さ
れ

闘
員
所
得
の
測
定
に
就
て

第
六
十
ニ
巷

一
六
五

第
五
揖

七



園
民
所
得
目
測
定
に
就
て

第
五
披

必
要
量
の
貨
幣
資
本
が
調
達
さ
れ
て
も
そ
れ
に
誼
臆
す
る
量
白
生
産
資
本
が
獲
得
さ
れ
得
る
か
、
更
に
幾
何
D

第
六
十
ニ
巻

山ノ、
占ノ、

f、

て
い
る
自
で
あ
っ
て
、

商
品
資
本
が
形
成
さ
れ
る
か
は
早
に
貨
幣
資
本
白
調
建
景
の
み
で
は
初
出
足
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

何
故
な
ら
必
要
な
労
働
力
が
あ
っ

τ

• 
も
モ
の
労
働
力
D
把
持
者
で
あ
る
勢
働
者
が
企
業
で
の
資
本
家
圭
の
階
級
的
劉
立
か
ち
働
か
な
い
場
合
も
あ
呂
得
る
る
か
ち
で
あ
る
。

縫
っ

τ
ど
の
測
定
法
は
闘
民
所
得
を
そ
の
形
成
過
慌
に
於
て
測
定
し
止
う
と
す
る
意
味
に
於
て
は
従
来
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
鮪
を

捕
へ

τ
い
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
の
枇
曾
闘
係
を
無
視
し
て
い
る
結
果
岡
民
所
得
形
成
白
金
過
程
を
未
だ
充
分
に
測
定
し
得
な
い
結
果

陀
陥
ち
い
っ
て
い
る
白
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
澗
占
資
本
の
着
限
貼
か
ら
し
て
営
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
蓋
し
狽
占
資
本
に
と
っ

τ
は

岡
山
地
機
闘
に
よ
る
イ
Y
フ

V

イ
シ
ヨ
ン
政
策
医
よ
っ
て
直
接
に
は
滞
貨
を
賀
現
す
る
と
と
が
必
要
な
課
題
で
あ
っ
て
、
労
働
白
生
産
性
~

の
高
揚
は
第
二
義
的
意
義
し
か
持
つ
亡
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
〈
て
図
民
所
得
の
測
定
方
法
は
そ
の
最
初
白
方
法
の
不
す
が
如
き
資
本
主
義
に
よ
る
枇
合
的
生
産
力
D

設
展
D
可
能
性
を
表
示
す

る
よ
り
は
、
一
滴
占
資
本
の
滞
貨
一
崎
市
白
た
め
の
政
策
貿
施
白
必
要
を
一
般
に
理
解
せ
し
め
る
震
の
武
器
左
化
し
た
の
で
あ
る
。
或
は
将

来
週
る
べ
き
滞
貨
一
掃
の
た
め
の
綬
持
政
策
費
施
の
た
め
白
武
器
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
そ
う
し
た
閤
民
所
得
の
測
定
方
法
に
封

し
て
は
内
外
か
ち
種
デ
な
る
反
封
が
起
っ
た
。
一
つ
の
反
釣
は
獅
占
資
本
に
針
抗
す
る
立
場
か
ら
す
る
反
針
で
あ
っ
て
、
園
民
所
得
の

測
定
は
生
産
行
棋
に
於
て
測
定
す
る
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
所
論
は
園
民
所
得
は
終
梼
循
環
の
如
何
な
る

関
民
所
得
の
測
定
単
位
な
る
債
値
は
生
産
行
程
に
於
て
決
定
せ

ιれ

行
程
に
於
て
測
定
し

τも
本
来
同
一
に
蹄
F
る
も
の
で
、
あ
る
が
、

Z
の
で
あ
る
か
色
、
生
産
的
関
局
所
得
を
測
定
す
る
り
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

の
闘
民
経
梼
に
於

τ総
計
的
に
測
定
じ
よ
う
と
す
る
考
方
が
合
ま
れ
て
い
る
。
蓋
し
閲
兵
所
得
が
総
務
循
環
白
如
何
な
る
行
棋
に
於
℃

己
白
考
方
に
は
閤
民
所
得
を
一
つ

も
同
一
貴
に
闘
す
べ
き
判
質
の
も
の
で
あ
る
と
白
考
方
は
純
計
計
算
で
な
け
れ
ば
考
へ
得
在
い
と
冒
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
乙

D



測
定
法
は
そ
の
反
獅
占
資
本
的
態
度
を
生
産
的
関
民
所
得
白
測
定
に
示
し
乍
ら
も
、

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
園
民
所
得
を
生
産
行
程
に
於
て
把
損
し
よ
う
と
す
る
考
方
は
狗
占
査
本
主
義
の
枇
合
的
厩
史
的
役
割
を
慣

と
の
鮪
呪
未
だ
そ
の
態
度
に
不
成
熟
な
も
の
を
持

〆

そ
し

τ
己
の
測
定
法
は
こ
D
事
賀
か
ら
澗

-

或
は
滴
占
奇
本
主
義
が
悠
々
繁
栄
し
得
る
と
結
論
し
得
る

若
し
そ
う
し
た
結
論
E
導
き
出
し
得
る
と
一
百
う
な
れ
ば
、
純
計
法
に
よ
る
生
産
的
園
民
所
得
測
定
訟
が
主
張
す
る
澗
占

安
本
主
義
批
判
白
立
場
な
る
も
白
は
虚
俄
で
あ
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
猟
占
脊
本
主
義
に
於
て
は
よ
し
生
産
物
か
ら
見
た
闘

そ
の
考
方
が
投
資
行
程
忙
於
て
測
定
じ
よ
う
と
す
る
従
来
の
考
方
に
比
較
し

a
p
 

て
進
歩
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
澗
占
資
本

ω
玄
場
で
は
従
来
と
り
符
な
い
立
場
で
あ
っ
た
。
然
し
生
産
的
関
民
所
得
を
純
計
的
に
算
出
す

る
と
と
に
よ
っ
て
果
し
て
と
自
闘
民
所
得
。
ー
測
定
法
は
如
何
な
る
意
味
を
も
ち
得
る
の
で
あ
る
か
。

或
は
E
自
岡
氏
所
得
の
測
定
法
主
推
栴
す
る
も
の
は
唯
園
民
所
得
白
客
観
的
事
貨
を
一
不
す
白
が
、
と
白
科
皐
的
目
的
で
あ
る
と
言
う

で
あ
ろ
う
。
然
し
E
D
測
定
法
士
寅
際
に
凶
民
所
得
を
測
定
す
れ
ば
恐
九
一
〈
好
景
気
階
梯
か
ち
恐
慌
階
梯
へ
田
移
行
活
程
を
別
に
す
れ

ば
澗
占
資
木
の
殻
展
段
階
に
於
て
も
岡
民
所
得
白
総
計
は
絶
謝
的
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。

占
資
本
主
義
が
産
業
資
本
主
義
よ
り
も
主
り
進
歩
的
な
存
在
で
あ
る
と
か
、

値
生
産
力
に
於

τ測
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

〆

で
あ
ろ
う
か
ロ

民
既
得
は
絶
封
量
に
於
て
増
加
し
て
い
て
も
、
そ
の
生
産
関
係
か

ιす
る
階
級
閥
白
分
配
閥
係
を
妹
介
と
し
て
億
々
不
安
定
化
し
つ
i
h

あ
る
か
ら
手
あ
る
。
か
く
て
総
計
法
に
よ
る
生
産
的
闘
民
所
得
測
定
訟
は
そ
の
表
而
上
主
張
さ
れ
て
い
る
立
場
に
拘
は
ら
宇
結
果
に
於

そ
し
て
そ
れ
は
又
濁
占
資
本
目
立
場
か
ち
も
徴
迎
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
蓋
し
そ
の
測
定

訟
が
生
産
的
岡
氏
所
得
測
定
法
す
あ
り
、
従
っ
て
純
計
法
に
止
ら
な
い
時
に
は
猟
占
資
本
主
義
に
於
け
る
枇
命
的
生
産
力
後
展
の
相
鈎

て
反
動
的
役
割
し
か
演
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

f

的
な
減
退
を
露
出
す
る
と
と
に
な
ー
る
か
ら
で
あ
る
。

4

〆

酔

湖
占
資
本
の
費
展
段
階
に
於
け
る
分
配
的
闘
民
所
得
測
定
法
に
反
到
す
る
第
二
目
立
場
が
あ
る
ノ
そ
の
測
定
法
は
園
民
所
得
を
経
梼

園
民
所
得
の
測
定
に
就
て

第
六
十
二
巻

一
六
七

第
王
鶴

:iL 



園
高
所
得
の
測
定
に
就
て

銀

六

十

ニ

省

第

五

披

主
張
白
根
擦
は
図
民
所
得
は
生
産
行
程
で
測
定
し
た
も
の
も
、
分
配
行
程

一
六
八

O 

循
環

ω綿
過
程
に
於
て
測
定
し
立
う
と
す
る
主
張
で
あ
る
。

晶、

で
測
定
し
た
も
白
も
、

消
費
行
程
で
測
定
し
た
も
の
も
、

債
値
観
に
於

τは
同
一
に
闘
す
べ
き
性
質
D
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
測
定

を
そ
れ
ぞ
れ
D
行
程
で
債
値
観
で
行
っ
て
総
合
す
る
(
平
坪
L
て
総
所
得
金
額
E
測
定
す
る
方
法
)
方
法
が
技
術
的
に
よ
り
正
確
な
閥
民
所
得

を
測
定
し
得
る
と
一
言
う
の
で
あ
る
。
即
ち
各
行
稗
に
於
げ
る
測
定
上
白
技
術
的
課
謬
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
整
し
よ
う
と
す

然
し
と
の
測
定
法
は
債
格
車
位
で
す
る
綿
計
法
で
あ
る
と
と
に
着
眼
に
せ
ね
ば

Z
E
C

己
ろ
に
そ
の
理
論
的
根
擦
が
あ
る
課
で
あ
る
。

友

ι向
。

失
に
結
果
と
し
て
算
出
さ
れ
た
園
民
所
得
額
は
生
産
的
園
民
所
得
で
も
な
け
れ
ば
、
分
配
的
図
民
所
得
で
も
な
け
れ
ば
、
消

費
(
間
接
的
消
費
を
合
む
)
的
園
民
所
得
で
も
な
い
と
と
に
注
意
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
線
計
法
が
持
つ
鰍
鮪
は
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ

る
が
、
己
白
各
所
得
繍
の
総
計
白
平
均
値
θ
算
出
に
よ
っ
て
園
民
所
得
街
が
あ
い
ま
い
た
数
値
に
な
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
狗
肖

費
本
主
義
に
於
け
る
図
民
所
得
。
捷
訪
の
良
貨
の
相
主
計
算
に
よ
っ
て
一
般
大
衆
に
理
解
せ
し
め
得
な
く
す
る
由
で
あ
品
。

測
定
訟
は
猟
占
資
本
主
義
に
於

τ生
産
的
園
民
所
得
と
分
間
的
閥
民
所
得
止
消
費
的
園
民
所
得
と
が
本
来
同
一
で
あ
る
と
D
理
論
的
根

擦
に
立
っ
て
い
る
か

ι右
に
述
べ
た
結
果
を
諌
測
し
亡
い
な
い
。
然
レ
そ
う
し
た
理
論
的
根
擦
で
以
て
闘
民
所
得
を
測
定
す
る
己
と
同

時
が
就
に
己
の
測
定
訟
が
立
脚
す
る
理
論
的
立
場
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
露
呈
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
先
づ
園
局
所
得
。
測
定

勿
論
山
こ
の

を
行
う
場
合
‘
困
民
所
得
を
生
産
行
程
に
於
℃
把
握
す
る
時
鮪
と
・
分
配
行
程
で
把
握
す
る
時
鮪
と
消
費
行
程
で
測
定
す
る
時
鮪
と
で
は

本
質
上
相
檎
起
す
る
時
鮪
で
な
け
れ
ぽ
な
ち
な
い
。
勿
論
同
一
時
賄
に
生
産
的
図
民
所
得
、
分
配
的
関
民
所
得
、
消
費
的
園
民
所
得
を

匂

測
定
す
る
と
と
も
不
可
能
で
は
&
ぃ
。
然
し
そ
れ
は
異
な
っ
た
起
鮪
の
経
梼
循
環
過
程
で
形
成
さ
れ
る
所
得
で
あ
っ
℃
論
者
白
理
論
的

根
抜
か
ら
し
て
も
本
来
同
一
憤
値
量
に
蹄
着
す
べ
き
性
質
D
d
b
白
で
は
な
い
。
従
ハ

Jτ
前
越
の
相
継
起
す
る
時
鮪
で
生
産
的
所
得
、
分
間

的
所
得
、
一
消
費
所
得
1
4
を
測
定
す
る
場
合
、
異
っ
た
時
黙
を
合
む
期
間
は
護
展
又
は
費
動
を
内
包
す
る
と
考
へ
ね
ば
な
ち
ぬ
。
蓋
じ
園
田
内

ヘ
.0_' 
も



所
得
は
理
論
的
に
俄
構
し
た
均
衡
状
態
で
把
揮
す
べ
き
も
D
で
は
な
〈
て
、
現
買
の
費
動
過
税
で
測
定
苫
る
べ
き
附
質
の
も
の
で
あ
る
z

か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
生
産
行
程
の
所
得
摘
は
消
費
行
程
で
も
同
一
師
酬
が
消
費
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
何
故
夜
色
そ
の
縛
形
過
程

K

於
て
慣
値
の
費
動
及
び
数
量
の
鐙
動
が
あ
る
か
ち
だ
事
る
。
即
ち
粧
晴
樹
循
環
過
棋
は
無
時
間
的
訟
も
の
で
友
〈
、
一
時
間
的
経
過
に
於
て

あ
ち
は
料
る
も
白
で
あ
り
、
時
間
は
そ
れ
自
身
費
動
を
合
む
の
で
あ
る
。
査
し
資
本
主
義
は
そ
の
生
産
関
係
と
生
産
方
と
の
矛
盾
か
ち

必
然
的
に
恐
慌
に
至

Z
O
で
あ
る
か
ら
生
産
、
分
配
、
消
費
が
長
期
間
に
五
っ
て
同
一
一
償
値
量
で
均
衡
す
る
と
と
は
あ
り
得
な
い
か
色
白

で
あ
る
。
勿
論
恐
慌
階
梯
で
は
債
償
法
則
が
強
行
的
に
寅
現
さ
れ
る
か
色
、
そ
の
階
楠
で
は
生
産
、
分
配
て
消
費
が
均
衡
す
る
と
と
が

芳
へ

ιれ
る
が
、
然
し
そ
白
場
合
に
も
債
依
量
が
同
一
に
な
る
詩
で
は
な
い
。
か
〈
考
へ
て
見
る
と
経
済
循
環
の
各
行
棋
は
本
来
同
一

儒
値
景
で
均
衡
す
る
ペ
パ
ぎ
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
同
一
債
償
還
に
鶴
一
し
よ
う
と
見
る
の
は
禰
占
資
本
主
義
を
「
組
織
資
本

換
言
す
れ
ば
資
本
の
集
中
集
積
に
恭
礎
を
置
く
猫
占
組
織
に
よ
っ
て
費
本
主
義
の
無
政
府
性

が
揚
棄
さ
れ
た
と
見
る
立
場
に
相
通
宇
る
白
で
あ
る
。
印
ち
と
の
賄
か

ιし
て
と
の
闘
民
所
得
の
線
計
的
測
定
法
は
湖
占
者
本
主
義
の

岡
家
白
財
政
機
閥
に
大
衆
課
税
を
課
す
る
場
合
白
口
賢
主
興
へ
る
に
と
ピ
ま
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
己
の
測
定
訟
で
算
出
さ
れ
る
闘

主
義
論
」
的
に
考
へ
土
う
と
す
る
立
場
、

民
所
得
は
生
産
所
得
で
も
な
け
れ
ば
、
分
配
所
得
で
も
な
く
、
又
消
費
所
得
で
も
な
い
。

あ
る
。
そ
の
大
さ
を
基
準
に
し
て
滴
占
園
家
は
自
ら
必
要
と
す
る
歳
入
を
課
税
す
る
か
ら
で
あ
る
。

と
k

で
閥
民
所
得
測
定
白
緒
方
法
の
批
判
概
念
的
を
打
ち
切
り
度
ぃ
。

そ
れ
だ
け
閤
民
所
得
の
大
さ
は
ア
イ
マ
イ
で

そ
し
て
以
上
白
批
判
的
分
析
か

b
闘
民
所
得
に
就
て
の
そ
れ

ぞ
れ
の
測
定
法
が
意
識
的
に
か
無
意
識
的
に
か
何
等
か
の
枇
曾
的
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
閤
民
所
得
。

測
定
法
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
護
展
白
歴
史
的
批
脅
的
背
景
か
ら
特
有
白
目
的
配
持
っ
て
い
る
と
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
モ
し
亡
従

来
白
方
法
が
最
早
困
家
濁
占
資
本
主
義
の
現
段
階
に
於
て
枇
合
的
生
産
力
の
護
展
に
寄
興
ず
る
も
の
に
非
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

園
民
所
得
の
測
定
に
就
て

第
六
十
ニ
巻

一
六
九

第
五
醜• 



園
民
所
得
の
測
定
に
就
て

第
六
十
ニ
巻

第
宜
披

二
七

O

然
ら
ぽ
園
民
所
得
白
測
定
は
最
早
枇
合
的
に
無
古
且
義
な
の
で
あ
る
う
か
。
換
言
す
れ
ば
猫
占
資
本
に
自
己
満
足
に
寄
興
T
る
以
上

ω
R

的
を
持
ち
得
な
い
も
白
で
あ
る
か
。
然
し
濁
占
資
本
の
自
己
満
足
も
と
の
園
民
所
得
の
測
定
法
は
裏
切
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
乙
の

濁
占
資
本
主
義
を
支
配
す
る
法
則
閥
係
主
析
出
し
得
る
も
の

胤，

測
定
法
は
先
に
も
示
し
た
如
く
獅
占
丸
木
白
主
慨
的
意
闘
を
一
示
し
℃
も
、

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
つ
立
〈
〉




